
○　本校の概要 令和8年2月7日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。
１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。
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④校内研究　「学び続ける教師、伸びる教師～
協働的な学びを充実させる教師の働きかけ～」
を中心に主体的・対話的で深い学びにつながる
教材開発や地域人材等の活用を実践してい
る。

4

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断す
る力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。
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③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学びや
科学教育を推進し、課題解決力や新たな価
値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、英
語に慣れ親しみながら会話をする機会を増
やし、英語力やコミュニケーション能力の向
上、豊かな国際感覚の育成を図っている。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協働
し、問題解決して
いく意欲や、予測
困難な未来社会
を切り拓いていく
ために重要な創
造力や課題解決
力、情報活用能
力を育成します。

⑤基礎的な体力を身に付けるため、朝遊び
や放課後遊びなどの場を設定するととも
に、縄跳びカードやマラソンカードなどを活
用し、全校で取組を工夫して実施している。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。
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Ｄ 0

④町会や地域との関わりを重視し、こども
たちが地域を大切にし、自分たちのまちを
よりよくしていこうとする態度の育成を図っ
ている。

①道徳科を中心とした各教科等での学習な
どを通じて継続的に道徳教育を実施し、豊
かな情操や道徳心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。
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目標に対する成果指標
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これまでの取組
今後の改善策
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成果
評価

令和７年度　大田区立出雲小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【長期的目標】　自己の豊かな能力や個性を実現させながら、よりよく考動し、社会の創り手を育てる　ー笑顔と　あたたかさ　あふれる　出雲小学校ー
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学校関係者記入欄
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・児童アンケート「いつも粘り強く、あきらめずに
チャレンジしている」では、「当てはまる」「やや当
てはまる」を合わせて、約８３％であった。一方、
「あまり当てはまらない」が約１５％あり、「当ては
まらない」も約２％あった。約５人に１人があきら
めやすい傾向にある。特に４年以上では２５％近
くがあきらめやすいと答えていることから学年が
上がるごとにその傾向は強くなる。一方、４～６年
で大きな差がないということはその子の性格も大
きく影響すると考えられる。
・児童アンケート「思 ったことや考 えたことを、ま
とめたり、発表 したりすることができる」では、「当
てはまる」「やや当てはまる」が合わせて、約７
０％であった。昨年より５％上昇している。一方、
「あまり当てはまらない」が約２２％あり、「当ては
まらない」も約７％あった。約３人に１人が苦手意
識があることになる。６年生は学習内容が難しく
なるということや理想と現実の差を実感してくる時
期でもあると考えるが、５年生については昨年度
から引き続き、発表することへの抵抗感が少な
く、自信をもってとりくんでいる姿が多く見られて
いる。
・保護者アンケート「学校は、こどもたちの体験活
動を充実し、自ら考え他者と協働する力や課題
解決力を育んでいる」では、「当てはまる」「やや
当てはまる」が合わせて、約９７％であった。　お
おたの未来づくりをはじめとして児童が主体的に
考え、解決を図る学習を重視してきた。学習発表
会においても各学年で学んだことを示し、こども
たちの主体的な姿から保護者からの理解を得る
ことができた。
　・保護者アンケート「教師は、タブレット等を活用
した授業を通して、情報活用能力の育成を図って
いる」では、約９６％が肯定的であった。５年は肯
定が約１００％になった。全校でタイピングに取り
組み、楽しみながら上達を図っている。それに伴
い、３年生においても共同編集作業も可能になっ
た。また、１年生にもICTを活用した連絡がスムー
ズに行えた。
・教職員アンケート　校内研究　「学び続ける教
師、伸びる教師～協働的な学びを充実させる教
師の働きかけ～」を中心に主体的・対話的で深い
学びにつながる教材開発や地域人材等の活用を
実践している。」では、６６．７％が「当てはまる」と
回答した。授業の基本に立ち返り、日々の実践
にすぐに生かせるということをねらいに研究に取
り組んできたことが教員に浸透してきた。昨年の
校内研究では肯定が４０％であったことと比べる
と、教員の意欲も高まっていると言える。

・児童アンケート「英語 や外国語活動 の学習 は
楽 しい」では、「当てはまる」「やや当てはまる」を
合わせて、約７４％になった。一方、「あまり当て
はまらない」「当てはまらない」は約２６％であっ
た。６年は「当てはまる」が約２１％と最も低く、
「当てはまらない」も２４％を超えた。４人に１人が
楽しく感じていないことから高学年の授業改善は
必要である。また、児童アンケート「すすんで「お
はようございます」「さようなら」とあいさつできる」
では、「当てはまる」「やや当てはまる」を合わせ
て、約８６％を超えた。良いところは引き続き伸ば
していきたい。さらに児童アンケート「地域 の人
や大田区 のために役 に立 ちたいと思 っている」
では、「当てはまる」「やや当てはまる」を合わせ
て、約７７％になった。おおたの未来づくりの学習
をとおして、地域や近隣の方との授業や関わりが
増えてきているため、より推進を図っていく。
・保護者アンケート「学校は、人権教育を充実し、
自分とは異なる文化や価値観をもつ相手を理解
し、尊重し合う心の育成を図っている」では、８
７％が肯定的であった。互いに認め合う心や寛
容的な態度について学習や行事、遊び等を通し
て保護者と学校、地域が連携して育成していく。
・保護者アンケート「こどもは地域や近所の人に
あいさつをしたり、地域での活動に参加したりし
ている」では、約８１％が肯定的であった。一方、
２年生では約９％が「当てはまらない」と回答して
いる。児童アンケートにおいても２年生は、約２
０％が「当てはまらない」と否定的である。商店街
見学等の学習も通して、少しずつ地域を知り、関
心を高めていくことで、今後は主体的に　参加で
きるよう図っていく。
・教職員アンケート「町会や地域との関わりを重
視し、こどもたちが地域を大切にし、自分たちの
まちをよりよくしていこうとする態度の育成を図っ
ている」では、「当てはまる」は４０％であった。昨
年度の１８％と比較すると倍増した。今年度は町
会の年間行事も校内で共有し、教職員も参加で
きる地域行事等を選び、自主的に取り組んでき
たことが少しずつ成果として出てきたと考える。
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・児童アンケート「授業で勉強したことがよくわか
る」では、「当てはまる」「やや当てはまる」を合わ
せて、約９０％になった。一方、「あまり当てはま
らない」「当てはまらない」は約１０％であった。６
年は「当てはまる」が約３１％と最も低く、自信を
もって取り組んでいるのが少ない。学習内容の難
化とも関係していると考える。個に応じたより丁寧
な指導が大切になる。出雲塾なども大いに活用
して、個別の指導を高めていきたい。
・児童アンケート「友達と仲良くできる」では、学校
全体で「当てはまる」が　約８０％、「やや当ては
まる」が約１６％で、合わせて９６％以上が肯定的
であった。　一方、１年生において「あまり当ては
まらない」「あてはまらない」が１０％程度いた。人
数にすると６～７人程だが、　一部の児童とは仲
良くできてもそれ以外の児童とは話したことがな
いという児童もいるので、どの学級においても
個々の人との関わり方には丁寧に見取ることで、
どの児童も居場所としての学級の良さを実感でき
る指導を目指したい。
・保護者アンケート「学校は、基礎学力の定着に
向けて個に応じた学習支援をするとともに放課後
補習教室を実施している」では、学校全体でみる
と「当てはまる」６０．３％、「やや当てはまる」３
０．５%を合わせると約９１％以上が肯定的な評価
であった。６年生で「あまり当てはまらない」が約
２２%、４年生で「あまり当てはまらない」「当ては
まらない」でも約１３％であった。一方、５年生は
「当てはまる」が約７８％であった。学年による差
も大きいので、こどもへの指導の仕方、声のかけ
方などを学校全体でもう一度振り返り、信頼され
る教員の育成を引き続き行っていく。
・保護者アンケート「学校は、朝遊びや放課後遊
びを通してこどもの体力向上やコミュニケーション
の場と捉え、推進している」において、多くは肯定
的であった。一方、６年生で「あまり当てはまらな
い」「当てはまらない」で約１７％、４年生で「当て
はまらない」が約７％あった。先ほどの基礎学力
向上の設問と似た傾向が見られる。やはり、学習
と遊び、体力、コミュニケーションは密接な関係が
あると捉え、教職員は当該学年だけでなく、組織
的な対応で、こどもを見守り、支援し、保護者にも
協力をお願いしている。
・保護者アンケート「はやね・はやおき・朝ごはん
を意識した生活ができている」では、「当てはま
る」が約４５％、「あまり当てはまらない」「当ては
まらない」が合わせて１９％であった。きちんとで
きているのは半数足らずで、少なくとも５人に１人
は生活リズムが良くないと言える。学校では朝遊
びも始まり、登校が早くなっている傾向もあるが、
合わせて朝ごはんをきちんと食べるということも
改めて保護者にも呼び掛けていく。・教職員アン
ケート「基礎的な体力を身に付けるため、朝遊び
や放課後遊びなどの場を設定するとともに、縄跳
びカードやマラソンカードなどを活用し、全校で取
組を工夫して実施している」では、半数以上で「当
てはまる」であった。冬はインフルエンザなども多
くなったが、日頃からの基礎体力があるかどうか
で速やかな回復にもつながることから、遊びや体
育の授業を通して今後も心身の健康増進を図っ
ていく。
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２：
60％
以上

１：
60％
未満

４：
80％
以上

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

・児童アンケートの結果から、主体的に取り組む姿勢について
は前年度からの向上が見られ、教育活動の成果が出ていると
感じました。粘り強くチャレンジする力については、一部に課題
が見られるものの、課題が明らかなようなので、今後の指導改
善に期待したいです。
・児童アンケートから、学年が上になるにつれ自己肯定感が下
がるのはイメージ通りで恥ずかしさだと思う。この部分を改善す
るには、「取り組む」の先に、「できたね」の体験や声掛けが、学
校・保護者・生徒同士であると良いのでは思う。
・様々な活動に、あきらめずにチャレンジする姿勢をもつ児童
が多くて素晴らしいと思います。学年が上がると、自分の中で
限界の壁を作ってしまう子もいると思うので、スモールステップ
で達成感を得られるような活動を取り入れると良いと思いま
す。
・学外講師やICTを活用するなどして、社会との関わりの中で
児童の関心、意欲を引き出し児童が自ら或いは協働して調べ
工夫する中で学習の理解を深めている。
・粘り強くチャレンジはこれからの成長に大切なことと思いま
す。
・三者への設問内容があっていないように思う。昨年のＣＳ報
告会で自動がすぐにあきらめる、粘りがないと複数校の教員か
ら指摘されていたのを想起した。
・発表にについて苦手意識がある児童が３人に1人ということ
で、性格にもよるので難しさはあると思います。出雲小学校で
は、自分の意見を発表する場がたくさんもうけられているので、
苦手ながらも意欲的に取り組んでいるように思われます。
・生徒の自主性をはぐくみ、問題解決能力の向上に努めてい
る。

・地域人材や地域環境を生かした教育活動について、児童お
よび教職員アンケートの結果から成果が上がっていると感じま
した。また、大田区のために役に立ちたいと考える児童の割合
が高く、教職員の意識が前年度から大きく向上していることか
らも、「おおたの未来づくり」に取り組んできた効果が表れてい
るのではないかと考えました。
・英語や挨拶は、感覚として以前よりも力を注いでいると思う。
保護者アンケート4年回答が他学年と比較して気になる。保護
者との対話が必要と思う。プラン２の目標なので仕方がない
が、地域に役立つ前に、地域を好きになってくれれば良いと思
う。
・あいさつの意識をより高めるために、動機付けがあっても良
いかと思います。娘が勤務している学校では、「あいさつマイス
ター」という取り組みがあり、毎月元気にあいさつができた児童
を各クラス２～３人選出しています。外国語活動から、評定が
つく英語の教科になると、楽しさを実感しにくくなっていると思い
ます。学習として教えることも大切ですが、ペア・グループでの
活動も取り入れ、楽しく英語に親しめるように、工夫できると良
いと思います。スポーツや塾など、習い事が週末にあると、地
域の活動に参加することが難しい現状もあると思います。低学
年での町探検や地域の方にゲストティーチャーとして学校に来
ていただくなど、自分たちの暮らす町に関心を持てるような活
動機会を増やしていくことが必要だと思います。
・英語学習に児童が親しみを感じるように努めている。地域の
事業者や防災訓練など町会の方々と交わる機会をつくり家庭
から学校、更に地域社会で生きることを体験的に学習してい
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　・小さい時から町会や地域と
の関わりはとても大事です。そしてすすんで挨拶をすることは
これからの人生でも必要なことと思います。
・設問の共通部分での認識は共通していると思う。
・あいさつについては、外で会っても元気よく声をかけてくれま
す。特に男の子の方が、「こんにちは」とあいさつをして、女の
子は、恥ずかしさが先に立ってしまうようです。英語の関して
は、学年が上がっても楽しく学んでほしいと思いました。
・多文化共生の時代に対応できるよう英語力の向上に努めて
いる。さらに町会を中心とした地域社会に積極的に参加してい
る。

・放課後の学習教室の実施等、新たな取組により、授業内容
の理解など概ね良好な成果につながり始めていると感じまし
た。全体として約9割の児童が肯定的な意見を示していること
からも、学習支援の効果がうかがえます。学年の実態に応じた
工夫や改善が今後の課題のようだと考えました。
・児童アンケートの友だちと仲良くできるは、個人的には良い結
果と感じる。出雲塾や朝遊びは、運動と学力は相乗効果があ
ると感じ、とても良い試みだと思う。是非続けてください。個に
応じた指導は、教職員数から考えても大変だと思うが応援して
います。
・朝遊びや放課後遊び、そして出雲塾の取り組みにより、知・
徳・体のバランスの取れた教育活動が展開されていると思いま
す。「早寝・早起き・朝ごはん」は、養護教諭の先生と協力して、
保健だよりや子どもたちへの保健指導を通して、意識してもら
えるよう働きかけを行うと良いと思います。
・異なる資質や考え、能力を互いに認め合うことを大切にして
いる。自動が自らの考えや思いをまとめ表現するための知識
を学習できるように努めている。
・こどもは体力づくりが一番です。朝遊びや放課後遊びはとて
も良いと思います。そして放課後補習教室はとても素晴らしい
と思います。
・設問内に食い違いがあるし、左記の目標、成果指標ともずれ
を感じる。
・出雲塾が始まり、宿題などをして来ることもが増えました。自
分から残って、勉強をしてくる向上心もこどもの成長の一つだと
思いました。一方で出雲塾で勉強してきた方が良いのに、と思
うこどもも数人いて、自主性の難しさを感じました。
・心豊かで健康的な人間教育がなされている。

・児童アンケート「いつ
もねばり強 く、あきらめ
ずにチャレンジしてい
る」
「思 ったことや考 えた
ことを、まとめたり、発
表 したりすることができ
る」と回答した割合。
・保護者アンケート「学
校は、こどもたちの体
験活動を充実し、自ら
考え他者と協働する力
や課題解決力を育んで
いる」「教師は、タブレッ
ト等を活用した授業を
通して、情報活用能力
の育成を図っている」と
回答した割合。
・教職員アンケート「校
内研究　「学び続ける
教師、伸びる教師～協
働的な学びを充実させ
る教師の働きかけ～」
を中心に主体的・対話
的で深い学びにつなが
る教材開発や地域人材
等の活用を実践してい
る」に回答した割合。

４：
80％
以上

３：
70％
以上

２：
60％
以上

１：
60％
未満

４：
80％
以上

Ａ

個
別
目
標
１

予
測
困
難
な
未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

・児童アンケート「英語
や外国語活動 の学習
は楽 しい」「すすんで
「おはようございます」
「さようなら」とあいさつ
できる」「地域 の人 や
大田区 のために役 に
立 ちたいと思 ってい
る」と回答した割合。
・保護者アンケート「学
校は、人権教育を充実
し、自分とは異なる文
化や価値観をもつ相手
を理解し、尊重し合う心
の育成を図っている」
「こどもは、地域や近所
の人にあいさつをした
り、地域の祭りや活動
に参加したりしている」
と回答した割合。
・教職員アンケート「町
会や地域との関わりを
重視し、こどもたちが地
域を大切にし、自分た
ちのまちをよりよくして
いこうとする態度の育
成を図っている」と回答
した割合。

・児童アンケート「授業
で勉強 したことがよく
わかる」「友達 と仲良 く
できる」
「はやね・はやおき・朝
ごはんを意識した生活
ができている」と回答し
た割合。
・保護者アンケート「学
校は、基礎学力の定着
に向けて個に応じた学
習支援をするとともに
放課後補習教室を実施
している」「学校は、朝
遊びや放課後遊びを通
してこどもの体力向上
やコミュニケーションの
場と捉え、推進してい
る」と回答した割合。
・教職員アンケート「基
礎的な体力を身に付け
るため、朝遊びや放課
後遊びなどの場を設定
するとともに、縄跳び
カードやマラソンカード
などを活用し、全校で
取組を工夫して実施し
ている」と回答した割
合。

Ｄ

6

2

0

0

Ｂ

Ｃ

学びあう 自己の将来を見据え、自ら進んで学び続ける児童の

育成
・一人一台端を活用した、知識及び技能、思考力・判断力・
表現力、学習意欲の伸長（個別最適な学びと協働的な学びの
充
実）

【研究テーマ】

「学び続ける教師、伸びる教師～協働的な学びを充実

させる教師の働きかけ～」
・地域人材・地域環境を生かした学習：企業連携
・科学的な思考を高める
・学習習慣の基盤づくりの推進と定着

＜児童の現状＞
〇元気よく遊ぶ 〇人なつこい 〇明
るい 〇素直 〇優しい 〇試行錯
誤する熱意
＜課題＞
〇基本的生活習慣の定着（挨拶・忘れ物・時間
厳守・公共マナー） 〇自己肯定感の向上
〇家庭学習の習慣化 〇自主性、主体性の向
上
〇読解力の育成

＜学校の課題＞【学習】
〇こどもの学力と学びの質の
向上

〇こどもの自主性や主体性、
創造性を育む教育活動

〇自尊感情と自己有用感の醸
成

〇規範意識の向上

＜学校の課題＞【学校組織】
〇実効的カリキュラム・マネジメントの実施
〇教職員の経営参画意識を高めるシステムづく
り

〇ＩＣＴの活用、英語、特別支援教育、体力向
上等への取組

〇施設、教材・教具の適切な管理と活用
〇地域の中の学校としての役割

＜地域の特質＞
〇歴史と伝統があり、学校への愛着があ
る
〇学校のボランティア活動等に協力的で
ある

〇継続して、こども、学校を支えている

助けあう 高い規範意識をもち、自ら考えながら適切な判断をすることができる
・生活規律の徹底

・相互信頼の精神の育成と人権教育の推進
・自他の違いを認め、仲間として生きる態度を養う行事、活動等の実施

・近隣中学校との小中一貫教育を通じたきめ細かい生活指導、キャリア教育の実施

高めあう 実践力をもち、明るく豊かな生活を営む態度を身に付ける
・重点指導事項により、体力を向上させ運動に親しむ態度を養う機
会を
定期的・日常的に設定

・体力テストを活用した体力向上プラン
・一校一取組、一学級一実践の実施
・家庭と連携した、運動習慣、生活習慣づくり



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。
３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

Ｄ 0

Ａ 6

１：
60％
未満

Ｄ 0

Ａ 7

Ｃ 0

４：
80％
以上

３：
70％
以上

２：
60％
以上

4

4

3

Ｃ 0

4

4

３：
70％
以上

3

Ｂ 1

4

Ｂ 2

・児童アンケート地域
や近所 の人 にあいさ
つをしたり、地域 での
活動 に参加 したりして
いると回答した割合。
・保護者アンケート「学
校は、「地域コミュニティ
の核としての学校づく
り」を目指して地域と学
校が連携・協働した防
災Dayなどの活動を工
夫している」と回答した
割合。
・教職員アンケート「教
職員一人一人が地域を
知り、理解を深めること
で、地域力を生かした
特色ある教育活動を実
践している」と回答した
割合。

・児童アンケート「地域や近所の人にあいさつをし
たり、地域での活動に参加したりしている」では、
学校全体で約６４％で肯定的な回答であった。特
に１年では８６％近い結果であった。学年が上が
るにつれ、減少する傾向にあるのは気になるが、
地域行事への参加等は教員も含め呼びかけて
いきたい。これまでも工場見学や商店街見学な
ど地域へ足を運び、学習する機会が多かったと
いうこともよい結果につながっていると考える。学
校においても、あいさつなどのコミュニケーション
は学校内だけでなく、いつでも、どこでもできる大
切な生きる力として指導を重ねていきたい。
・保護者アンケートの「学校は、「地域コミュニティ
の核としての学校づくり」を目指して地域と学校が
連携・協働した防災Dayなどの活動を工夫してい
る」では、９８％以上で肯定的な意見だった。ＣＳ
出雲を中心として町会や出張所、保護者、学校
が連携した取り組みを具体化できたことは大きな
一歩を踏み出せた。今後も少しずつ知恵を出し
合い、地域コミュニティの中心として学校が機能
するよう取り組んでいく。
・教職員アンケート「教職員一人一人が地域を知
り、理解を深めることで、地域力を生かした特色
ある教育活動を実践している」では、約６０％が
「当てはまる」と回答した。昨年より２４％上昇し
た。今年度は地域行事も教職員で共通理解を
図ったうえで、年間で参加できる日を選び、計画
的に地域行事への参加を図ったことがよりよい
理解へとつながったと考える。地域を知ることで
児童理解も深まり、日々の指導へも生かせると
考えている。地域の特色を生かした３年生の社会
科の町工場や２年生の町探検、５・６年のおおた
の未来づくりなどにも関連させてカリキュラム開
発につなげることができた。引き続き浸透を図っ
ていきたい。

Ｄ 0

Ｃ 0

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

④校内でのOJTを生かし、互いに学び合い、組
織的に授業力や指導力を高めている。

②避難訓練や安全指導日などを通して、危
険や災害に対する教育を関係機関と連携
しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行って
いる。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人ひ
とりの能力や可能性を最大限に伸ばすこと
を意図した指導や支援を行っている。

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行ってい
る。

Ａ 7

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。
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③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。
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２：
60％
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。
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４：
80％
以上

Ｃ

２：
60％
以上

３：
70％
以上

３：
70％
以上

・児童アンケート「タブ
レットを使 うことで授業
がわかりやすくなった」
と回答した割合。
・保護者アンケート「学
校は、避難訓練や安全
指導日などを通して、
危険や災害に対する教
育を関係機関と連携し
ながら進めている」と回
答した割合。
・教職員アンケート「学
校や地域の伝統・特色
や、安心・安全な学校
生活づくりを踏まえて、
学習環境を整備してい
る」と回答した割合。

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授業
力を向上させま
す。また、質の高
い教育を実現す
るため、学校の
組織的な運営力
を向上します。あ
わせて、教師が
やりがいをもって
働くことができる
魅力的な環境づ
くりを進めます。
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４：
80％
以上
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困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒が
自分らしくいきい
きと生きるための
学びを支援しま
す。

・児童アンケート「出雲
小 の先生 との勉強 は
いつもわくわくしている」
と回答した割合。
・保護者アンケート「教
師は、こどもが自分の
思いや考えをもち、工
夫してまとめたり、発表
したりすることができる
よう授業を工夫してい
る」と回答した割合。
・教職員アンケート「校
内でのOJTを生かし、
互いに学び合い、組織
的に授業力や指導力を
高めている」と回答した
割合。

２：
60％
以上

１：
60％
未満

・児童アンケート「学校
が好 きだ」　「毎日 、学
校 が楽 しい」と回答し
た割合。
・保護者アンケート「教
師は、一人ひとりのこど
もにとって、居場所のあ
る温かい雰囲気の学級
づくりに取り組んでい
る」「学校は、こども一
人ひとりの状況に合わ
せて学習環境を整え、
こどもは、学校生活を
楽しんでいる」と回答し
た割合。
・教職員アンケート「イ
ンクルーシブ教育シス
テムの構築に向けて、
教員の資質・能力の向
上や校内における支援
体制の充実、特別支援
教室巡回指導教員との
連携等を行っている」
「学校いじめ防止基本
方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発
見、早期対応等のため
の組織的な対応を実施
している」と回答した割
合。

４：
80％
以上

１：
60％
未満

１：
60％
未満

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向上
させるための教
育を推進します。
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④教職員一人一人が地域を知り、理解を深
めることで、地域力を生かした特色ある教
育活動を実践している。

Ｂ

Ｄ

0

Ｂ 1

・児童アンケート「タブレットを使うことで授業がわ
かりやすくなった」では、学校全体で約９０％が肯
定的な回答であった。昨年より８％上昇した。タブ
レットを使うことでこれまでのノートや書籍といっ
たツールから新たな調べ方やまとめ方を経験し、
身に付けつつある。また、１年生でも約８２％が
「当てはまる」と回答した。１年生も１学期から使
い始めたが、明らかに教員のタブレットの指導過
程や活用力も上がってきた。今後はタブレットの
活用の仕方をさらに見極め、個に応じた指導の
工夫を見直し、基礎学力の向上を図っていく。
・保護者アンケート「学校は、避難訓練や安全指
導日などを通して、危険や災害に対する教育を
関係機関と連携しながら進めている」では、約９
９％肯定的な回答でした。６月末には学校公開の
際に町会や出張所と連携して「防災デー」を開催
し、災害時の避難所受付や避難時の生活につい
て共通理解を図ることができたことも良かった。
・教職員アンケート「学校や地域の伝統・特色や、
安心・安全な学校生活づくりを踏まえて、学習環
境を整備している」では、約６０％が「当てはまる」
と回答した。今年度、ＣＳ出雲３年目となり、PTA、
町会とも連携して様々な新たな取組をしてきた。
本羽田一丁目、南六郷一丁目町会の行事や催し
の他、萩中町会、南蒲田２丁目町会、南蒲田３丁
目町会の行事にも参加し、関わりを広げてきた。
また、地震を始めとする災害に備え、町会と出張
所、学校が避難所開設の際の受付訓練を企画し
た。実際には、非常時は共同体として機能しなけ
ればならないことは明らかだが、それを学校を中
心に教育の一環としても啓蒙していくことは今後
も続けていき、この地域が住民でしっかり自治で
きる素地を作っていきたい。
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・防災教育の進め方については、保護者アンケートにおいて
99％が肯定的な意見を示しており、町会や出張所と連携した
「防災デー」を学校公開で実施するなど、地域と協働した実践
的な取組の成果がしっかりと伝わっていることがうかがえま
す。安全で安心な教育環境づくりを継続していってほしいと思
います。
・学校公開を見てタブレット活用が進んでいると感じた。防災
デーも良い取組。学校と地域の双方がお互いに参加すること
が増えると良い思う。今後の地域を支える最前線は保護者で
もあり、児童・保護者・教職員・地域が関わり合う仕組み更にあ
ると良いと思う。
・防災活動への取り組みが充実していると感じます。タブレット
の活用により、調べたり、まとめたりする力が育ってきていると
思いますが、従来の鉛筆・ノートを使って書く活動も大切にして
ほしいと思います。
・情報通信機器が日常のものとなり、スマホやパソコンが児童
の身近にある中で教員の皆がICTの活用を図り、教育技術の
向上に努めている。
・学校と地域との避難訓練はとても大切です。毎年していること
で災害時にも役立つと思います。
・設問間にずれを感じる。
・今年度タブレットが新しくなりタブレットを使っての学習が増え
たように感じます。またタブレットを使ってのタイピング練習等
学童保育でも、学習意欲の向上がみられます。防災ディでの
取り組みは、災害時に必ず役に立つと思っています。
・ICT環境の整備とともに、生徒が手作業でものづくりを行うよう
指導している。

・児童アンケートからは一定の肯定的な評価が見られ、特に低
学年において高い関心がうかがえます。工場見学や商店街見
学など、地域の特色を生かした学習機会が継続的に設定され
ていることは、地域と連携した教育活動として評価できると思
いました。今後は、学年の実態に応じた取組のさらなる充実が
期待されます。
・学校内では児童が良く挨拶をしてくる。地域内では、お互いに
顔を把握しきれていないため挨拶をしにくいのも事実。地域の
方がより学校に足を運び、関わり合えれば更に良いと思う。現
時点では学校が中心になるコミュニティを強化する必要があ
り、ご苦労をおかけします。
・「おおたの未来づくり」が始まり、より深く地域を知る機会がで
きました。今年度の取り組みをさらに発展させ、地域との連携
を一層高めていただければと思います。
・校長、副校長だけでなく多忙な中、教職員の方々も地域に開
かれた学校づくりに努めている。学校と地域の連携が深まり、
地域も活性化する中で家庭における教育熱が向上することを
望む。
・町会の人がときどき学校に行き、こどもたちの発表を聞いて
います。それが地域連携だと思います。いつも父母だけではな
く地域の人にも学校でこどもたちと会うのも大切に思います。
・児童のアンケートのみ4択なのだろうか。上位2択をくくれば認
識は一致していると思う。
・町探検で３年生が、訪問してくれました。元気に挨拶が出来
て、質問事項も事前に考え熱心でした。発表では、会社ごとの
特徴を自分の言葉で伝えていました。教職員の方々が必ず１
回以上地域行事に参加していることも、素晴らしいと思いまし
た。
・地域の特色を生かした学校づくりを進めるとともに、生徒が積
極的に地域の行事に参加するよう連携を図っている。

・研修およびOJTの取組を通して、教員の授業力・指導力の向
上が概ね図られ、児童・保護者からも認知されていることは素
晴らしいと思います。各先生の得意分野を生かしたOJTの実施
により、教職員間の風通しがよくなり、組織力の向上につな
がっている点は非常に興味深かったです。
・勉強を「わくわく」できる子もいれば、苦手な子もいるのは、当
たり前だと思う。苦手な子は、どこかの段階で理解しないまま
学年が上がってしまうと想像します。なるべく年度末に、全員の
理解度が上がるような事ができると更に良いと思う。
・先生方のＯＪＴ研修が充実しており、素晴らしいと思います。６
年生は、学ぶべきことの量も多く、詰め込みの学習になってし
まいがちですが、子どもたちが楽しく学べるように教材や授業
展開を工夫していただければと思います。
・教職員が児童の成長のためにという教育の姿勢を確認、共
有して連携を密にして年齢や経験を生かせるように工夫してい
る。児童の育成に協力し合う様子が認められる。・見て盗めの
精神の時代は終わり、指導力を高めること、そして質の良い教
育を実現してほしいです。
・教職は元来、すべてがOJTだと思うが、教員間の相互啓発の
ことをいっているならば、そういうべきだと思う。
・11月の学習発表会を観覧させていただきました。一番に思っ
たことが、こどもたちがとても良い顔をしていることです。勉強
だから、やらされているからという雰囲気が全くなく、体育館で
発表した学年も教室で発表した学年もとても素敵な発表でし
た。
・生徒を教育するうえで必要な教育能力の向上に努めている。

・児童アンケート「出雲小 の先生 との勉強 はい
つもわくわくしている」では、学校全体でみると「当
てはまる」約４２％、「やや当てはまる」４１%を合
わせると８３％が肯定的な評価であった。昨年よ
りも３％上昇した。６年生では、「当てはまらない」
が約２０％あった。学習内容も難易度が上がり、
思春期にも差し掛かる難しい年頃であるが、こど
もへの指導の仕方、教材の研究等の見直しを図
り、教員の育成を引き続き行っていく。
・保護者アンケート「教師は、学習においてこども
が自分の思いや考えをもち、工夫してまとめた
り、発表したりすることができるよう工夫している」
では、学校全体でみると「当てはまる」６５％、「や
や当てはまる」約３０%を合わせると９５％が肯定
的な評価であった。校内研究のテーマ「学び続け
る教師、伸びる教師～協働的な学びを充実させ
る教師の働きかけ～」を中心に主体的・対話的で
深い学びにつながる教材開発や地域人材等の
活用を実践してきたことや、おおたの未来づくり、
学習発表会の様子などを通して、学習形態を工
夫してきたことが理解を得てきた結果と考える。
・教職員アンケート「校内でのOJTを生かし、互い
に学び合い、組織的に授業力や指導力を高めて
いる」では、約７３％が「当てはまる」と回答した。
今年度もOJT主任を中心に毎月２回、「学びの部
屋」を開き、学年や年齢を問わず、様々に関わり
合う時間を設けた。また、各教師の得意なことを
テーマにOJTを企画したところ、講師役の教師も
熱心に伝えることができ、その結果、教職員の風
通しも良くなり、情報が共有しやすくなった。
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・「学校が好き」と肯定的に回答した児童の割合が84％となり、
昨年度比7％の向上が見られるなど、安心して過ごせる学校環
境づくりが進んでいることがうかがえます。一方で、保護者アン
ケートにおいて一部学年で26％が否定的な意見を示している
ことから、取組の一層の周知や学年の実態に応じた対応が今
後の課題であると感じました。児童アンケートの学校が好きだ・
楽しいが昨年より上昇していることが素晴らしいと思う。
・保護者アンケート4年生の結果が気になりますが、PTAと更に
連携することで、学校側ではわからない保護者の声を拾う事が
できるかもしれません。
・子ども一人一人の良さを共有し、全校児童を見守っている取
り組みは、素晴らしいと思います。大規模校だと、問題のない
児童は目が届きにくいこともありますが、子どもたちの「小さな
良いこと」（例えば、教室の椅子を整頓する等）に目を向け、声
かけしていくことで、より子どもたちの安心感を高められると思
います。
・児童は校長、副校長や教員の方々に話しかけている様子を
よく見る。児童が自己肯定感をもって楽しく過ごせる学校づくり
をしている。　・先生がこどもを見ると同時にこどもも先生を見て
います。誰もが自分を見てほしいのですが、こどもによっては
嫌なことをして自分を出すこどももいます。大変ですがクラスの
こどもをよく見て、そしてこどもの居場所を与えてほしいです。
・教員の項のいじめ云々だけ設問が異質だがそうあって欲しい
という想いを感じる。
・今年度から朝７：５０からの校庭の開放から始まり、朝一人で
鍵を閉めていた児童の居場所になっていました。放課後遊び
では、少しでも友達との時間を過ごすことや地域では出来ない
ボール遊びを行えることで、発散出来ていたと思います。
・一人ひとりの生徒の状況に応じて対応できる教育環境の推
進に努めている。

・児童アンケート「学校 が好 きだ」では、学校全体で
「当てはまる」が約５３％、「やや当てはまる」が約３
１％で、合わせて約８４％が肯定的に答えている。昨
年より７％上昇した。一方、約６～７人に１人が否定
的であった。１年生も約１０人に１人は否定的であっ
たため、学級に３名ほどはそのように感じている児童
があることになる。どの学年にも一定数はいることを
前提に一人一人に寄り添い、安心して通いたくなる学
校になるよう指導をしていく。
・児童アンケート「毎日 、学校 が楽 しい」　では、学
校全体で「当てはまる」が約５２％、「やや当てはま
る」が約３４％で、合わせて約８６％が肯定的に答え
ている。昨年に比べ、これも８％上昇した。　やはり、
一方で約６～７人に１人が否定的であった。１年生は
約６％が否定的であった。「学校が楽しい」というもの
よりは少数であったが、気になることや保護者からの
相談などは、SC等との面談や日頃のここどもたちの
言動などからも探っていく。
・保護者アンケート「先生は、一人ひとりのこどもに
とって、居場所のある温かい雰囲気の学級づくりに取
り組んでいる」では、「当てはまる」と「やや当てはま
る」を合わせ、９２％近くが肯定的な評価であった。し
かし４年生では約２０％が「あまり当てはまらない」
「当てはまらない」と回答した。プラン３の学力向上や
体力向上の質問でも、４年生保護者は同様な傾向で
あったことから教師の授業のやり方やこどもへの指
導、接し方と関連があるものと考え、見直している。
また保護者アンケート「学校は、こども一人ひとりの
状況に合わせて学習環境を整え、こどもは、学校生
活を楽しんでいる」では、「当てはまる」と「やや当て
はまる」を合わせ、約９１％近くが肯定的な評価で
あった。一方で、４年で約２６％が「あまり当てはまら
ない」「当てはまらない」と回答した。先ほどのアン
ケート同様、原因は様々考えられるが、学級担任だ
けによらない組織的な対応で聞き取り等を行い、保
護者にも協力をお願いしていく。
・教職員アンケート「インクルーシブ教育システムの
構築に向けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回指導教員
との連携等を行っている」では、約５３％が「当てはま
る」と回答した。生活指導夕会で気になることや問題
行動、不登校傾向児童などについて事実と対応を記
載し、全教職員で毎週共有した。
・教職員アンケート「学校いじめ防止基本方針に沿っ
て、いじめの未然防止、早期発見、早期対応等のた
めの組織的な対応を実施している」では、約７３％が
「当てはまる」と回答した。学級、学年によらず組織的
に対応するために常に報告・連絡・相談を徹底した。
そのため、各方面から情報が上がりやすくなり、対応
も遅れずにすんだ。また、問題行動だけでなく、こども
一人一人の良さも共有することによって、全校児童を
各方面から見守り、励ますことが多くなった。
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